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微 量 排 菌 者 に 関 す る 研 究

その2.作 業負荷 の排菌 に及ぼす影響 について

国立東京療養所(所長 砂原淺一)

長 沢 誠 司

(昭和28年11月4日 受付)

(本論文の要旨は第26回 日本結核病学会総会において報告した)

1緒 言

さきに微量排菌者に関する研究その(1)に よつて報告

した如く1),微 量排菌者の排菌は問敏的におこり,し か

も幾日か続く傾向にあるが,こ の排菌の状態をみると,

排菌を促す何等かの因子があつて,そ の因子が幾日か続
'いて加えられたか

,或 いは一度加えられた因子の反応 と

して,こ うした排菌の状態が引きおこされるのではない

かと想像 される｡こ の因子の病態生理学的｡病 態生化学

的,或 いは病理解剖学的な作用機転はわからない迄 も,

少なくとも具体的に如何なる事実がどの程度に排菌を促

す役割を演 じているかは興昧ある問題である｡

この具体的な事実の中,気 象等についてはすでに詳細

な報告があるが2),日 常の仕事の影響が最も重要であろ

%な んとなれば微量排菌者にとつては,許 される仕事

の質及び量が職を決定し,且 つは再発予防の道標ともな

るからである｡

日常の仕事を簡単に分けると肉体的な仕事と精神的な

仕事に分けられるが,私 は軽い肉体労働として,ゆ つく

りした歩行(散 歩)を,や や重い労働 として耕転(鍬 で

畑を掘返す仕事)を 採 りあげ,精 神労働として机上の事

務作業を選んで,そ れぞれを微燈排菌者及び培養陰性者

に負荷し,そ の排菌に及ぼす影響を観察 したので報告す

るo

ll実 験対象及び実験方法

1)対 象は国立東京療養所の歩行或いは作業療法患者

29例 である｡全 例共一般症状は殆んどなく,全 身状態

も良好て,肺 外合併症は認められない｡

2)実 験 は3回 に分けて行つたが,負荷 した作業は歩行

｡耕 ジ,及 び机上作業で,同 一患者にその1つ 或いは2

つを順次に負荷 した｡作 業負荷の日程は第1表 の如 くで

ある｡歩 行は1日1時 間から1時 問半で約10日 継続 し,

その申第1回 実験の最終日は行程3里 の遠足を,第2回,

第3回 には2(・3里 の遠足を3日 行つているe耕 転は1

日正陳30～40分 で約10日 継続o机 上作業は入所患者

のカルテの写しをとる仕事で,1日2～3時 闇で13臼

維続である｡

、3)作 業 負荷の間及びその前後約10日 に亘 り,1日

の全疾を連日定量培 攣 し,同 時に第1画 実 験では塗抹

(08｡ユ 氏法),第2回 実験では集菌(田 村氏法)を 連 日

行つて排菌の変化を観察した｡定 量培養は小川氏法によ

り(但 し8%苛 性 ソーダ2倍 稀釈)培 地2本 を使用し,

2カ 月判定で培地1本 についての平均集落数を,次 の符

合によつて表現 した◇

1～15(十)16～35(-1・1-)36～1∞(帯)

101～400G{丹)40ユ 以」ヒ(㈱)

塗抹及び集菌はガフキー号数で表わした｡

4)排 菌の増減の判定は排菌の頻度と量により一般的

な常識で決定した｡

厨 実験成績並びに考按

実験成績は第1表 の如 ぐである｡カ ッコで囲つたのは

第1回 実験例では塗抹を,第2回 実験例では集菌の結果

をガフキー号数で示 したものであり,塗 抹或いは集菌陽

性の場合に限つてその号数をしるした｡

第1表 の第1日 目の前日迄,症 例1,2,3を 除 き,各

症例共歩行或いは作業を行つていたので,第1日 目から

10日 目迄の安静10日 聞の少なくとも最初の幾日かは,

その影響が残つている例があると考えてよい｡例 えば症

例9,1(醇 であつて,第1日 目以前に何等かの因子が働い

て問鰍的な排菌がおこつたとみなされる◎従つて6日 目

から10日 目までの5日 聞の成績を安静時の菌所見とし

てとりあげた｡

作業負荷によつて菌量の増加したとみられるのは,歩

行では症例1,2,20｡耕 転では症例2,先8,9,10,

11,14｡机 上作業では症例22で ある｡症 例1及 び2は

安静時すでに菌量が多いが,歩 行により塗抹陽性の日が

多 くな り,症 例2で は耕寂により再びこの傾 向が み ら

れ,い ずれもその後の安静によつて容易に減少 していな

い｡症 例4は 更に顕著で,耕 萩開始後間もなく粘液性の

疾の中に小さい膿性疫を含むよう・になつた｡し か し耕絵

中止後程な く消失している｡症 例8は 耕転により集菌陽

性にな り喀湊量が増加 したので,5日 間で作業を打切つ

たが,そ の影響が長く続いている｡症 例9は 耕萩5日 目

に血疾を数個喀出したので作業を申止させたが,そ の後

は血痩 もなく菌も陰性化している｡症 例 ユO,11,14も

同様に耕蒜で増加 したとみられ,10で はその影響が長く

続いている｡第3画 実験では,症 例20が 歩行によつて

その陽性頻度を増 している｡又 症例22は 机上作業を始

めてから陽性回数が多 く,作 業の最終 日は冊の多量の菌
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を出 している｡し かしいずれも安静によつて容易に減少

している｡

第1表 の結果を作業負荷前5日 間の最高排菌量によつ

て分けると第2表 の如 くである｡

最初に菌最別にみた菌増加率 を比較すると,各 作業を

通じて(+)例 と(一)例 の問には差がみられないが,

(帯)以 上の例 と(+)及 び(一)例 の間には歩行では(帯)以

上が3例 中2例(66%),(+)と(一)で は合計20例 中1

例(5%)で(帯)以 上の方が増加率が高い(有意)｡又 増加

したものの中,(一)及 び(+)例 ではその殆ん どが10日 間

の安静中に減少或いは陰性化 しているが,(帯)以 上の例

ては減少 していない｡(一)例 の中には元来は培養弱陽性

を示す微量排菌者なのであるが,た またま負荷作業前5

日間が陰性であつた為に(一)例 の中に編入されたものが

いるし(症 例5,6,10等)又 いるであろ多と想像でき

るのでD,(+)例 と(一)例 との問に増加率の差のないの

はむ しろ当然であろ う｡

第2表tW

(+)

』 名

鯉冨(鷹上i号」 董

11

↓

銘

/
㍉
-

皇

皇

11

3

1÷

正

{机 上作業

b"名 増加

a"名 中

1
1÷
0

一5

増 加 者 の 中

安 静 に よ り
b"生 名減 少

aノ"名 中

「

「

0
3
3
3
3

}4

(昔)該 当者はない 　　

いずれにしろ,菌 量の多い程,作 業負荷によつて菌の

増加を来すものが多 く,且 つ容易には元に戻らないとみ

られろ｡

次 に3つ の作業による菌増加率を比較 してみる｡机 上

作業には(珊)以 上の例がないので(+)及 び(一)例 だけに

ついて比較すると,歩 行では劉 列中1例 増加(5%)で あ

り・耕転では1」3例 中5例(38%),机 上作業 では12例 中

1鋼(8%)で 耕転では歩行や机上作業 より菌増加をおこ

す率の高い傾向がみられる(歩行 と耕転は有意差あ り)｡

仕事の量の大きさを表わすのに仕事に要 したエネルギ

ー量が使われ,仕 事の強度(エ ネルギー代謝率)x時 間

(分)で 表わされるが,こ の実験の場合,作 業負荷による

消費エネルギーは

歩 行2｡Ox60～90≒120～180C島1

蒋餐 朱云6.7x30～40≒200～260Ca1

机上作業0.4×180≒70Cal

であつて・歩行負荷の場合遠足の臼は更に余計のカロリ

ーを消饗 しているから
,仕 事の鐙からい うと,少 なくと

も歩行と耕転の聞には大きな開きがない｡机 上作業は前

二者に比ぺると少ないが,作 業療法患者 として1日 の全

消費エネルギーからみると100～200Calは それ程大き

な開きともみられない｡従 つて耕萩が歩行や机上作業よ

り排菌に影響することが大 きいのは,耕 転とい う仕事の

性質によるものと考 えられる｡耕 転は主としで上肢及び

上体の烈 しい運動で,著 しい脈脾,呼 吸の速迫を来すの

で,肺 組織への局所的な機械的な影響が大きいのであろ

う｡勿 論耕転に限らず歩行や机上作業でも,こ れが長時

問に及び,仕 事の絶対蚤が大きくなれば,結 核菌に対す

る全身的な抵抗力に影響し菌の排出増加をひきおこす結

果になるであろ うが,絶 対量だけを規準にしで仕事の種

類を無視したやり方は,少 なくとも排菌者は避けなけれ

ぽならないと考える｡

微 量排菌者の予後が陰性者に比 して明らかに悪いこと

は諸氏の指摘するところであるので3M)5)6)7),安 静時に

すでに多最の排菌のある者はいうまでもなく,た とえ微

量であつても積極的に菌陰性化をはかる必要がある｡殊

に作業負荷により排菌量が増加 しサ 安静によつて容易に

滅少 しない者ではその必要がある｡し か し耕転のような

烈 しい仕事をして始めて排菌量が増加 し,安 静によつて

容易に減少するような微量排菌者は,積 極的に陰性化を

はかつてなお 巳つその目的を達 しない場合は,烈 しい運

動を避けるなら,か な りの安全さを以て社会生活が可鯉

ではなかろうか◎そしてここに退所及び社会復帰の」応

の規準が見出されるかも知れない｡

IV総 括

国立東京療養所の作業療法患者で微量排菌者 と思われ

る29名 に歩行 ・耕転及び机上作業を負荷 し,排 菌に津

ぼす影響を観察 した｡

1)排 菌 の多い者は,作 業負荷によつて,排 菌の増加

することが多 く,安 静にしても容易に減少 しなかつた窪

2)排 菌の少ない者及び培養陰性i者は,歩 行及び机上

作業負荷による影響は少ないが,b耕 転負荷では排菌の増

加する者が見られた｡し か し多 くは安静によつて速かに

減少 した｡

3)耕 転は歩行及び机上作業より排菌に及ぼす影響が

大きく,そ れは肺組織への局所的,機 械的な作用が大き

いためと思われる｡

終 りに御校閲を賜つた砂原茂一所長及び御指導頂いた

植村敏彦博士に感謝の意を表す｡な お,本 研究は文部省

科学試験研究費によつたことを附記する｡
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